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ディプロマ・ポリシー

DP1. データサイエンスやAIに必要な情報技術、情報デザインやメ
ディアコミュニケーションの理論とその実現のための⽅法、図書館や
博物館を中⼼としたデジタルアーカイブの推進にかかわる専⾨的な知
識と技術

DP2. 現代の情報社における課題解決に、データサイエンスやAIがど
のように利活⽤できるかについての思考⼒、デジタルコンテンツを利
活⽤する上で求められる権利と倫理に基づく判断⼒、必要な情報を多
様な表現⽅法（⽂章、図、映像等）で他者に的確に伝えることができ
る表現⼒

DP3. ⾃⾝の有する情報技術やデータ分析等に関する知識や技能を⽤
いて社会の課題解決に貢献しようとする主体性、種々のアイデアや計
画を受容し⽣かそうとする多様性、多分野の他者とプロジェクトを実
⾏する際に必要な協働性
あ

《DP1に関連する編成⽅針》CP3 《DP2に関連する編成⽅針》CP4 《DP3に関連する編成⽅針》CP5

CP3．現代の情報社会に求められる⾼度な情報リテラシーの育成、及
びそれらに基づいて、新たな価値の創出や現代社会の課題解決に貢
献できる、データサイエンス、コミュニケーションデザイン、情
報・アーカイブの知識と技術を育成します。

CP4．最先端のデータサイエンス、AI、情報技術、⽂化財や⽂書資料
等歴史的遺産の電⼦アーカイブを適切に利活⽤できる思考⼒と判断
⼒、豊かで新しいコミュニケーションの⽅法を創造し、それを適切
な⽅法で他者に伝えられる表現⼒を修得するための科⽬を広範に配
置します。

CP5．実践的なテーマ設定を重視し、他者と協働しながら主体的に課
題の発⾒と解決を⾏うプロジェクト型の学びを含めた多様な演習科
⽬を配置します。 ⇨

カ
リ
キ

ラ
ム

⇨
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修
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思考・判断
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技能・表現

⇨
⇧ ⇧ ⇧

《DP1が求める学⼒・⼈》AP1 《DP2が求める学⼒・⼈》AP2 《DP3が求める学⼒・⼈》AP3

アドミッション・ポリシー

AP1.
〇知識・技能
・⽂系科⽬、理系科⽬を問わず、⾼等学校の教育課程を幅広く学修
し、基礎学⼒を持っている⼈

AP2.
〇思考⼒・判断⼒・表現⼒
・現代社会に強く関⼼を持ち、そこで⽣じている様々な課題を発⾒
することができる⼈
・社会事象を論理的かつ多様な視点から評価し、課題解決のための
⽅策を具現化しようとする⼈
・⾃らの考えを⽂章で他者に表現できる⼒を持っている⼈

AP3.
〇主体性・協働性
・多様な⼈々と主体的に協働して物事に取り組む姿勢を持っている⼈
・情報に関わる専⾨知識と技術を社会に役⽴てようとする意欲を
持っている⼈
・課題解決や価値創造のため、地域社会と協働して、様々な社会活
動や学習活動に積極的に取り組むことができる⼈
・⾃らの考えを他者に的確に説明できるコミュニケーション⼒を
持っている⼈

⇨ ディプロマ・ポリシー
×

育成する4つの能⼒
（表1）

図1 情報デザイン学科の3つのポリシーと教育課程の関係

カリキュラム・ポリシー

CP1．「データサイエンス」「コミュニケーションデザイン」「情報・アーカイブ」の3つの学びの領域を設定します。 
CP2.   学⽣各⾃の興味・関⼼、卒業後の進路に応じ、特定の学びの領域の科⽬を重点的に選択できるしくみを採⽤します。

各専⾨科⽬
×

育成する4つの能⼒
（表2）

データサイエンス コミュニケーションデザイン 情報・アーカイブ

《教 育 課 程》
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カリキュラム・ポリシーに⽰す科⽬編成の⽅針 ⇨
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《養成する⼈材像》  ⇧ ⇧ ⇧
ディプロマ・ポリシーに⽰す学⼠⼒

１．現代社会における課題とそれらを発信するメディア、地域社会の
現状と観光・まちづくり、世界的課題である持続可能な社会について
の知識

２．メディアが伝える情報の価値を的確に評価する判断⼒、地域社会
における種々の課題の解決と持続可能な社会の実現のために必要な思
考⼒と的確な判断⼒

３．現代社会に関する情報を正しく理解、活⽤し、課題解決に向けて
⾃ら発信しようとする主体性、観光・まちづくりを通じて地域社会の
発展に貢献しようとする意欲、持続可能な社会の実現に求められる多
様性（⽂化、値観、マイノリティ問題等）の受容と他者との協働性

⇩ ⇩ ⇩
《求める学⼒・⼈》 《求める学⼒・⼈》 《求める学⼒・⼈》

アドミッション・ポリシーに⽰す学⼒と⼈

〇知識・技能
・現代社会に⽣じている様々な課題を学ぶための基礎学⼒を持ってい
る⼈
・現代社会における課題の理解に必要な基礎的知識と、⾃らの考えを
⾃らの⾔葉で他者に説明することができる、⽂章⼒やコミュニケー
ション⼒を持っている⼈

〇思考⼒・判断⼒・表現⼒
・現代社会に強く関⼼を持ち、そこで⽣じている様々な課題を発⾒す
ることができる⼈
・社会事象を論理的かつ多様な視点から捉えて評価し、課題解決のた
めの⽅策を具現化しようとする⼈

○主体性・協働性
・現代社会における課題解決のために主体的に取り組み、多様な⼈々
と協働しながら、⾃分の能⼒を発揮しようとする⼈
・課外活動、ボランティア活動、社会貢献活動など、⾃⾝が関⼼を持
つ課題に積極的に取り組もうとする⼈

図2 現代社会学科の3つのポリシーと教育課程の関係

1．「メディアスタディーズ」「観光・まちづくり」「持続可能な社会」の3つの学びの領域を設定します。
2．社会問題の発⾒と解決に必要な情報分析⼒と情報発信⼒、新たな地域創造に向けた構想⼒と実践⼒、グローバル化に対応する感覚と教養を⾝につけることを カリキュラムの⽬標としています。
3．現代社会のしくみや課題をめぐるメディア情報の正しい評価と伝達、地域社会の発展を⽬指す観光振興やまちづくりの⼿法、多⽂化共⽣や持続可能な社会の実現に関する知識と技術を修得するための科⽬を
広範に配置します。
4．各年次に少⼈数クラスを設定し、社会問題の発⾒とその解決を実践するプロジェクト型の演習科⽬を配置します。
5．学⽣各⾃の興味や関⼼、卒業後の進路に応じ、特定の学びの領域を越えて、柔軟に科⽬の選択ができるしくみを採⽤します。

各専⾨科⽬
×

育成する4つの能⼒
（表3）

《 必 要 な 教 育 の 内 容 ・ ⽅ 法 》 ⇩

⇨ ディプロマ・ポリシー
×

育成する4つの能⼒
（表1）
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1. データサイエンスやAIに必要な情報技術、情報デザインやメディアコ
ミュニケーションの理論とその実現のための方法、図書館や博物館を中心と
したデジタルアーカイブの推進にかかわる専門的な知識と技術

2. 現代の情報社会における課題解決に、データサイエンスやAIがどのよう
に利活用できるかについての思考力、デジタルコンテンツを利活用する上で
求められる権利と倫理に基づく判断力、必要な情報を多様な表現方法（文
章、図、映像等）で他者に的確に伝えることができる表現力

3. 自身の有する情報技術やデータ分析等に関する知識や技能を用いて社会
の課題解決に貢献しようとする主体性、種々のアイデアや計画を受容し生か
そうとする多様性、多分野の他者とプロジェクトを実行する際に必要な協働
性

知識・理解
情報の技術と設計に関する専門的な知識を修得
し、現代の情報社会における情報デザインおよ
び情報技術の意義や役割を理解している。

〇
思考・判断

情報に関する問題を多角的・実践的に試行し、
科学的な見方や考え方を生かすとともに、解決
すべき問題の本質を見極め、適切に判断し考察
することができる。

〇

態度・志向性

社会・人間・情報との関係や相互の影響に関心
をもち、情報社会に積極的に参画しようとする
態度と、主体的に解決すべき課題を発見し、他
者と協働して取り組む志向性を有している。

〇
技能・表現

情報社会への情報の発信者として、情報デザイ
ン力と豊かな表現力を身につけ、的確かつ効果
的にコミュニケーションをとることができる。

〇 〇

１．現代社会における課題とそれらを発信するメディア、地域社会の現状と
観光・まちづくり、世界的課題である持続可能な社会についての知識

２．メディアが伝える情報の価値を的確に評価する判断力、地域社会におけ
る種々の課題の解決と持続可能な社会の実現のために必要な思考力と的確な
判断力

３．現代社会に関する情報を正しく理解、活用し、課題解決に向けて自ら発
信しようとする主体性、観光・まちづくりを通じて地域社会の発展に貢献し
ようとする意欲、持続可能な社会の実現に求められる多様性（文化、値観、
マイノリティ問題等）の受容と他者との協働性

知識・理解
現代社会の諸課題を的確に理解するためのメ
ディア、観光・まちづくり、持続可能な社会に
関する専門的な知識を修得している。

〇
思考・判断

情報の価値を的確に評価し、現代社会の諸課題
を解決するために必要な思考力と判断力を有し
ている。

〇
態度・志向性

地域社会や持続可能な社会に関心を持ち、社会
の多様性を受容しながら他者と協働しつつ、現
代社会の諸課題の解決に主体的に取り組む意欲
を有している。

〇
技能・表現

現代社会の諸課題の本質を見抜く技能と、効果
的に情報を伝達するためのコミュニケーション
スキルや表現力を修得している。

〇 〇

表1　ディプロマ・ポリシーの各項目と育成する4つの能力の対応（情報デザイン学科・現代社会学科）

育
成
す
る
４
つ
の
能
力

ディプロマ・ポリシー
×

「育成する４つの能力」

育
成
す
る
４
つ
の
能
力

現代社会学科

ディプロマ・ポリシー
×

「育成する４つの能力」

情報デザイン学科は、情報の技術と設計に関する専門の学術を修得し、現代の情報社会における課題解決に必要な情報をわかりやすくデザインし、新しい価値を生み出せる人材の養成を目的としており、次のような学士力を有する
人に学位を授与します。

現代社会学科は、社会学を中心とした関連分野の専門の学術を修得し、現代社会における諸課題を認識し、その解決に有効な判断力と行動力、及び情報活用能力を備えた人材の養成を目的としており、次のような学士力を有する人
に学位を授与します。

情報デザイン学科　ディプロマ・ポリシー

現代社会学科　ディプロマ・ポリシー

情報デザイン学科
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表2 情報デザイン学科カリキュラムマップ 資料1-4

科目ナンバー 学年
知識・
理解

思考・
判断

態度・
志向性

技能・
表現

学
部
共
通

情報社会学概論 1 ◎ ○

日本語ライティング基礎 1 〇 ◎
プレゼンテーション技法 1 〇 ◎
女性とライフコース 1 〇 ◎
国際化とキャリア 2 〇 ◎
キャリアデザイン 2 〇 ◎
日本語ライティング応用 3 〇 ◎
コミュニケーション・トレーニング 3 〇 ◎
プロジェクトマネジメント 3 ◎ ○
キャリアと適応 3 ◎ ○ ○
メディア・リテラシー 1 ◎ 〇
インターネット入門 1 ◎ 〇 〇
情報セキュリティと倫理 1 ◎ 〇 〇 〇
デジタルメディア基礎 1 ○ ◎
情報数理 2 ◎ 〇
情報処理概論 1 ◎ ○
情報と法 2 〇 〇 ◎
英語リーディング・ライティングＡ 1 ◎ ◎ 〇 ◎
英語リーディング・ライティングＢ 1 ◎ ◎ 〇 ◎
英語リーディング・ライティングＣ 2 ○ ◎
英語リーディング・ライティングＤ 2 ○ ◎
ホームステイ・イングリッシュ 2 〇 ◎
日本事情英語 2 〇 ◎
資格試験対策英語 2 ○ ◎
Travel English 2 〇 ◎
スキルアップ英語Ａ 3 ○ ◎
スキルアップ英語Ｂ 3 ○ ◎ ◎
English for Your Working Life 3 〇 ◎
英語総合演習（PBL） 3 ◎ ○ ○

演
習

基礎演習 1 ◎   ○

授業科目

基
礎
教
育
科
目

キ
ャ

リ
ア
形
成

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

英
語
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表2 情報デザイン学科カリキュラムマップ 資料1-4

科目ナンバー 学年
知識・
理解

思考・
判断

態度・
志向性

技能・
表現

授業科目

データ分析入門 1 ○ ○ ◎
情報基礎数学 1 ◎ ○
DX 1 ◎ ◎ ○
プログラミングⅠ 1 ○ ◎
情報処理論 1 ◎ ○
情報産業 1 ◎ 〇
人工知能入門 2 ◎ ○
プログラミングⅡ 2 ○ ◎
情報通信論 1 ◎ 〇 〇 〇
データベース 2 ◎ ○
情報マネジメント 2 〇 ◎ 〇 ◎
UI/UX 2 ◎ ○
データサイエンス入門 2 ○ ○ ◎
オープンデータ入門 2 ◎ ○
表現基礎 1 ○ ◎
情報デザイン論 1 ◎ ○ ○
グラフィックデザイン入門 1 ○ ◎
メディアデザイン論 1 ◎ ○
映像・音響情報論 1 ○ ◎
認知心理学 2 ◎ ○ ○
学習環境デザイン論 2 ○ ◎ ○
web制作 2 ○ ◎
画像編集技法 2 ○ ◎
映像撮影技法 2 ○ ◎
サウンドデザイン 2 ○ ◎
遊びと学びのデザイン 2 ○ ◎
メディア・コンテンツ分析 1 ◎ ○
図書館概論 1 ◎ 〇
博物館概論 1 ○ ◎
デジタルアーカイブ論 2 ○ ◎

基
幹
科
目

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス

コ

ニ

ミ

ケ

シ

ュ
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ョ

ン
デ
ザ
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ン
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報
・
ア
ー

カ
イ
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表2 情報デザイン学科カリキュラムマップ 資料1-4

科目ナンバー 学年
知識・
理解

思考・
判断

態度・
志向性

技能・
表現

授業科目

情報社会と情報技術 2 ◎ ○
メディア・コンテンツ論 2 ◎ ○ ○
生涯学習概論 2 ○ ◎
生涯学習各論 2 ◎ ○
図書・図書館史特論 2 ◎ 〇
出版メディア論 2 ◎ ○
情報検索技法 2 〇 ◎
博物館資料論 2 ◎ ○
博物館経営論 2 ◎ ○
物質文化論 2 ○ ◎
美術史概論 1 ◎ ○
文化遺産論 1 ◎ ○
情報処理演習Ａ（クリエーション） 2 〇 〇 ◎ ◎
情報処理演習Ｂ（リサーチ） 2 ○  ◎ ◎
情報ネットワーク論 2 ◎ 〇 〇 〇
意思決定の科学 3 ○ ◎
情報システム論 2 〇 ◎
インターネット応用 3 ◎ 〇 〇 〇
人工知能応用 3 ◎ ○ 〇
ビッグデータ演習 3 ○ ◎
プログラミング応用 3 ○ ◎
シミュレーション 3 〇 ◎ 〇 ◎
ビジネスと情報 3 ◎ ◎ ○ ○
行政と情報 3 ◎◎ ○ ○
福祉と情報 3 ◎◎ ○ ○
データサイエンス応用 3 ○ ○ ◎
データ活用マネジメント 3 〇 ◎ ◎ 〇
ゲームプログラミング 3 ○ ◎
ゲームAI 3 ◎ ○
AR・VR 3 ○ ◎

基
幹
科
目

情
報
・
ア
ー

カ
イ
ブ

演
習

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
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表2 情報デザイン学科カリキュラムマップ 資料1-4

科目ナンバー 学年
知識・
理解

思考・
判断

態度・
志向性

技能・
表現

授業科目

映像・映画学 2 ○ ◎
学習デザイン研究 3 ○ ◎ ○
色彩コミュニケーション 2 ◎ ○ ○
アニメーション制作 2 ○ ◎
グラフィックデザイン応用Ａ 2 ○ ◎
グラフィックデザイン応用Ｂ 2 ○ ◎
グラフィックデザイン応用Ｃ 2 ○ ◎
ファッション心理学 3 ◎ ○ ○
webプログラミング 3 ○ ◎
メディアデザイン研究 3 ○ ◎
動画制作 3 ○ ◎
デジタルサウンド演習 3 ○ ◎
デジタル・ファブリケーション 3 ○ ◎
三次元グラフィックス 3 〇 ◎ 〇 ◎
日本の書物・ことば 2 ◎ ○
図書館サービス概論 2 ◎ ○
情報サービス論 2 ◎ 〇
博物館教育論 2 ○ ◎
博物館展示論 2 ○ ◎
子どもの読書活動と図書館 2 ◎ 〇
博物館資料保存論 2 ○ ◎
博物館情報・メディア論 2 ○ ◎
共有人類学 2 ○ ◎ ○
地域の課題と情報技術 2 ◎ ○ ○
美術史演習 3 ○ ◎
編集デザイン 3 ○ ◎
文化財論 3 ○ ◎
デジタルアーカイブ応用 3 ○ ◎
プロジェクト演習Ａ 3 〇 〇 ◎ ◎
プロジェクト演習Ｂ 3 〇 〇 ◎ ◎

4 〇 ◎ 〇 ◎
4 〇 ◎ 〇 ◎

卒
業
研
究

卒業研究Ａ

卒業研究Ｂ

展
開
科
目

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン

情
報
・
ア
ー

カ
イ
ブ

演
習
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表3　現代社会学科カリキュラムマップ

科目ナンバー 学年
知識・
理解

思考・
判断

態度・
志向性

技能・
表現

学
部
共
通

情報社会学概論 1 ◎ ○

日本語ライティング基礎 1 〇 ◎
プレゼンテーション技法 1 〇 ◎
女性とライフコース 1 〇 ◎
国際化とキャリア 2 〇 ◎
キャリアデザイン 2 〇 ◎
日本語ライティング応用 3 〇 ◎
コミュニケーション・トレーニング 3 〇 ◎
プロジェクトマネジメント 3 ◎ ○
キャリアと適応 3 ◎ ○ ○
メディア・リテラシー 1 ◎ 〇
インターネット入門 1 ◎ 〇 〇
情報セキュリティと倫理 1 ◎ 〇 〇 〇
デジタルメディア基礎 1 ○ ◎
情報数理 2 ◎ 〇
情報処理概論 1 ◎ ○
情報と法 2 〇 〇 ◎
英語リーディング・ライティングＡ 1 ◎ ◎ ○ ◎
英語リーディング・ライティングＢ 1 ◎ ◎ ○ ◎
英語リーディング・ライティングＣ 2 ○ ◎
英語リーディング・ライティングＤ 2 ○ ◎
ホームステイ・イングリッシュ 2 〇 ◎
日本事情英語 2 〇 ◎
資格試験対策英語 2 ○ ◎
Travel English 2 〇 ◎
スキルアップ英語Ａ 3 ○ ◎
スキルアップ英語Ｂ 3 ○ ◎ ◎
English for Your Working Life 3 〇 ◎
英語総合演習（PBL） 3 ◎ ○ ○

演
習

基礎演習 1 ◎ ○
社会学概論 1 〇 〇 ◎
社会調査入門 1 ◎ 〇 〇
社会データ分析基礎 2 〇 ◎
情報検索技法 2 〇 ◎
社会調査の技法 2 〇 ◎
ソーシャルメディア論Ａ 2 ◎ 〇
ソーシャルメディア論Ｂ 2 ◎ 〇
メディア社会論入門 1 ◎ 〇
情報社会論Ａ 2 ◎ 〇
情報社会論Ｂ 2 ◎ 〇
ジャーナリズム入門 1 ◎ 〇 〇
ジャーナリズム論Ａ 1 〇 ◎

授業科目

基
礎
教
育
科
目

キ
ャ

リ
ア
形
成

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー

英
語

基
幹
科
目

学
科
共
通

メ
デ
ィ

ア
ス
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表3　現代社会学科カリキュラムマップ

科目ナンバー 学年
知識・
理解

思考・
判断

態度・
志向性

技能・
表現

授業科目

ジャーナリズム論Ｂ 2 〇 ◎
映像制作基礎 2 〇 ◎
マスメディア論Ａ 2 ◎ 〇
マスメディア論Ｂ 2 〇 〇 ◎
放送社会論 2 ◎ 〇
メディア文化論 2 ◎ 〇
出版メディア論 2 ◎ 〇
広告メディア論 2 ◎ 〇
観光学入門 1 ◎ 〇
観光とホスピタリティ 2 〇 ◎
まちづくり学 2 ◎ ○
エリアマネジメント論 2 ◎ ○
都市の歴史 2 ◎ ○
地域社会論 2 ◎ ◯
市民活動論 1 ◎ ○
地元学 2 ◎ ◯
地域文化資源論 1 ◎ 〇
都市空間論 2 ◎ 〇
地域デザインの手法 2 ◎ 〇
リスクマネジメント 2 ◎ ◯
都市とジェンダー 2 ◎ 〇
観光と地域 2 ◎ 〇
世界遺産論 1 ◎ 〇
福祉社会学Ａ 1 ◎ ○
生と死の社会学 2 ◎ ○
移民と教育 2 ◎ 〇 〇
現代教育論 2 ◎ 〇 ◎ 〇
家族とジェンダー 1 〇 〇 ◎
国際社会論 2 〇 ◎
多文化共生論 2 ○ ◎
言語政策論 2 ○ ◎
社会思想史 2 ◎ ○
歴史と記憶 2 ○ ◎
基幹演習Ａ 2 ◎ 〇
基幹演習Ｂ 2 ◎ 〇
若者とメディア 3 ◎ 〇
デジタルマーケティング論 3 ◎ 〇
社会データ分析応用 3 〇 ◎
都市とメディア 3 ◎ 〇
情報社会史 3 ◎ 〇
映像制作応用 3 〇 ◎
英語圏メディア事情 3 ◎ 〇
ニュースの論点 3 ◎ 〇 〇
メディア産業論 3 ◎ 〇

ス
タ
デ
ィ
ー

ズ

基
幹
科
目

観
光
・
ま
ち
づ
く
り

持
続
可
能
な
社
会

演
習

メ
デ
ィ

ア
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
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表3　現代社会学科カリキュラムマップ

科目ナンバー 学年
知識・
理解

思考・
判断

態度・
志向性

技能・
表現

授業科目

観光まちづくり論 3 〇 ◎
観光産業論 3 〇 ◎
都市計画論 3 ◎ ○
風景デザイン論 3 ○ ◎
コミュニティデザイン論 3 ◎ ◯
地域文化の社会学 3 ◎ ◯
東海・名古屋研究 3 〇 ◎
フィールドワーク技法 3 〇 ◎
観光デザイン演習 3 〇 ◎
医療の社会学 3 ◎ ○
福祉社会学Ｂ 3 ◎ ○
比較社会論Ａ 3 ◎ ○
比較社会論Ｂ 3 ○ ◎
比較社会論Ｃ 3 ◎ ○
社会開発論 3 ○ ◎
地球環境問題 3 ○ ◎
プロジェクト演習Ａ 3 〇 〇 ◎ ◎
プロジェクト演習Ｂ 3 〇 〇 ◎ ◎

1 ◎ 〇
1 ◎ 〇
1 ◎ 〇
1 ◎ 〇
1 ◎ 〇
1 ◎ 〇
1 ◎ 〇
1 ◎ ○
1 ◎ 〇
1 ◎ 〇
1 ◎ 〇
1 ◎ 〇
1 ◎ 〇
1 〇 ◎
4 ◎ ○
4 ◎ ○

経済と社会（国際経済を含む。）

宗教と社会

展
開
科
目

観
光
・
ま
ち
づ
く
り

持
続
可
能
な
社
会

演
習

社会と倫理

法律学（国際法を含む。）

卒
業
研
究

卒業研究Ａ

卒業研究Ｂ

関
連
科
目

日本史Ａ

日本史Ｂ

外国史Ａ

外国史Ｂ

人文地理学

自然地理学

地誌

美術史概論

文化遺産論

政治と社会（国際政治を含む。）

資料１－５
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授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

全学共通科目 人間論 人間論 2

芸術 2 哲学 2

物理の世界 2

コンピュータと情報Ⅰ 2 統計の世界 2

外国語（英語A） 1 外国語（英語B） 1 外国語（中国語Ⅰ） 1 外国語（中国語Ⅱ） 1

ファーストイヤーゼミ 1 AI・データと社会 2 ビジネススキル入門 2

基礎教育科目 学部共通 情報社会学概論 2

キャリア形成

プレゼンテーション技法
2

プロジェクトマネジメント
2

情報リテラシー
インターネット入門

2
デジタルメディア基礎

2
情報と法

2

情報処理概論 2 情報セキュリティと倫理 2

英語
英語リーディング・ライ
ティングA 1

英語リーディング・ライ
ティングB 1

英語リーディング・ライ
ティングC 1

英語リーディング・ライ
ティングD 1

演習 基礎演習 1

基幹科目 データサイエンス データ分析入門 2 データサイエンス入門 2 人工知能入門 2

情報基礎数学 2 プログラミングⅠ 2 プログラミングⅡ 2

ＤＸ 2 オープンデータ入門 2

コミュニケーションデザイン 情報デザイン論 2 メディアデザイン論 2 画像編集技法 2

認知心理学 2

情報・アーカイブ メディア・コンテンツ分析 2 デジタルアーカイブ論 2

情報検索技法 2 情報社会と情報技術 2

演習
情報処理演習A（ｸﾘｴｰｼｮ
ﾝ） 1 情報処理演習B（ﾘｻｰﾁ） 1

展開科目 データサイエンス データサイエンス応用 2 人工知能応用 2

AR/VR 2 意思決定の科学 2

プログラミング応用 2 シミュレーション 2

福祉と情報 2 行政と情報 2

情報ネットワーク論 2 インターネット応用 2

コミュニケーションデザイン
グラフィックデザイン応
用C 2 webプログラミング 2

映像・映画学 2 動画制作 2

三次元グラフィックス 2
デジタル・ファブリケー
ション 2

情報・アーカイブ 地域の課題と情報技術 2 共有人類学 2 編集デザイン 2

データアーカイブ応用 2

演習 プロジェクト演習A 1 プロジェクト演習B 1

卒業研究A 4 卒業研究B 4

自由選択

単位数合計
21 23 19 19 21 15 4 4 126

表４　履修モデル：情報社会学部情報デザイン学科  【データサイエンス】
４年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期科目区分

卒業研究

１年次 ２年次 ３年次

教養教育科目

専門教育科目

領域１
思想と表現

領域２
歴史と社会

領域３
自然と科学技術

領域４
数理と情報

領域５
言語とコミュニケーション

領域６
健康とスポーツ

領域７
トータルライフデザイン

資料２－１
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授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

全学共通科目 人間論 人間論 2

芸術 2 心理 2

コンピュータと情報Ⅰ 2 コンピュータと情報Ⅱ 2

外国語（英語A） 1 外国語（英語B） 1 外国語（ハングルⅠ） 1 外国語（ハングルⅡ） 1 外国語（中国語Ⅰ） 1 外国語（中国語Ⅱ） 1

ファーストイヤーゼミ 1 ビジネススキル入門 2 キャリア形成実習Ⅰ 1 キャリア形成実習Ⅱ 1

基礎教育科目 学部共通 情報社会学概論 2

キャリア形成
プレゼンテーション技法

2

キャリアデザイン 2 キャリアと適応 2

情報リテラシー インターネット入門 2 デジタルメディア基礎 2

情報処理概論 2 メディア・リテラシー 2

英語
英語リーディング・ライ
ティングA 1

英語リーディング・ライ
ティングB 1

英語リーディング・ライ
ティングC 1

英語リーディング・ライ
ティングD 1 スキルアップ英語 1

演習 基礎演習 1

基幹科目 データサイエンス データ分析入門 2 データサイエンス入門 2

情報基礎数学 2 ＤＸ 2 オープンデータ入門 2

UI/UX 2

コミュニケーションデザイン 情報デザイン論 2 メディアデザイン論 2 画像編集技法 2 認知心理学 2

表現基礎 2 web制作 2

グラフィックデザイン入門 2

映像・音響情報論 2 映像撮影技法 2 サウンドデザイン 2

情報・アーカイブ メディア・コンテンツ分析 2 デジタルアーカイブ論 2

演習
情報処理演習A（ｸﾘｴｰｼｮ
ﾝ） 1

情報処理演習B（ﾘｻｰﾁ）
1

展開科目 データサイエンス 情報ネットワーク論 2 AR/VR 2

福祉と情報 2 行政と情報 2

ビジネスと情報 2

コミュニケーションデザイン
グラフィックデザイン応
用A 2 メディアデザイン研究 2

グラフィックデザイン応
用B 2 三次元グラフィックス 2

デジタル・ファブリケー
ション 2

アニメーション制作 2 webプログラミング 2

グラフィックデザイン応
用C 2 動画制作 2

映像・映画学 2 デジタル・サウンド演習 1

情報・アーカイブ 編集デザイン 2

地域の課題と情報技術 2

演習 プロジェクト演習A 1 プロジェクト演習B 1

卒業研究A 4 卒業研究B 4

自由選択

単位数合計
21 23 21 21 23 9 4 4 126

表４　履修モデル：情報社会学部情報デザイン学科  【コミュニケーションデザイン】

科目区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 後期 前期 後期

専門教育科目

卒業研究

前期

教養教育科目

領域１
思想と表現

領域２
歴史と社会

領域３
自然と科学技術

領域４
数理と情報

領域５
言語とコミュニケーション

領域６
健康とスポーツ

領域７
トータルライフデザイン
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授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

全学共通科目 人間論 人間論 2

芸術 2 人類学 2

法 2

コンピュータと情報Ⅰ 2 コンピュータと情報Ⅱ 2

外国語（英語A） 1 外国語（英語B） 1 外国語（中国語Ⅰ） 1 外国語（中国語Ⅱ） 1 外国語（ハングルⅠ） 1 外国語（ハングルⅡ） 1

ファーストイヤーゼミ 1 AI・データと社会 2

基礎教育科目 学部共通 情報社会学概論 2

キャリア形成 国際化とキャリア 2 キャリアと適応 2
コミュニケーション・ト
レーニング 2

情報リテラシー インターネット入門 2 デジタルメディア基礎 2

情報処理概論 2 メディア・リテラシー 2

英語
英語リーディング・ライ
ティングA 1

英語リーディング・ライ
ティングB 1

英語リーディング・ライ
ティングC 1

英語リーディング・ライ
ティングD 1

演習 基礎演習 1

基幹科目 データサイエンス データ分析入門 2 データサイエンス入門 2

情報基礎数学 2 ＤＸ 2 オープンデータ入門 2

UI/UX 2

コミュニケーションデザイン 情報デザイン論 2 認知心理学 2

情報・アーカイブ メディア・コンテンツ分析 2 デジタルアーカイブ論 2 出版メディア論 2

図書館概論 2 情報検索技法 2 図書・図書館史特論 2

博物館概論 2 美術史概論 2 生涯学習概論 2 生涯学習各論 2 物質文化論 2

情報社会と情報技術 2

演習 情報処理演習A（ｸﾘｴｰｼｮﾝ） 1 情報処理演習B（ﾘｻｰﾁ） 1

展開科目 データサイエンス 情報ネットワーク論 2 情報システム論 2 福祉と情報 2 行政と情報 2

ビジネスと情報 2

コミュニケーションデザイン 色彩コミュニケーション 2 ファッション心理学 2

映像・映画学 2

情報・アーカイブ 図書館サービス概論 2 編集デザイン 2

子どもの読書活動と図書館 2

情報サービス論 2 デジタルアーカイブ応用 2 美術史演習 2

文化財論 2

地域の課題と情報技術 2

演習 プロジェクト演習A 1 プロジェクト演習B 1

卒業研究A 4 卒業研究B 4

自由選択

単位数合計
23 21 23 19 16 16 4 4 126

表４　履修モデル：情報社会学部情報デザイン学科  【情報・アーカイブ】

科目区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 後期 前期 後期

専門教育科目

卒業研究

前期

教養教育科目

領域１
思想と表現

領域２
歴史と社会

領域３
自然と科学技術

領域４
数理と情報

領域５
言語とコミュニケーション

領域６
健康とスポーツ

領域７
トータルライフデザイン
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授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

全学共通科目 人間論 人間論 2

歴史 2 哲学 2

社会 2 法 2

コンピュータと情報Ⅰ 2 コンピュータと情報Ⅱ 2

外国語（英語A） 1 外国語（英語B） 1 外国語（ドイツ語Ⅰ） 1 外国語（ドイツ語Ⅱ） 1

ファーストイヤーゼミ 1 AI・データと社会 2

基礎教育科目 学部共通 情報社会学概論 2

キャリア形成 日本語ライティング基礎 2 女性とライフコース 2
コミュニケーション・ト
レーニング 2

プロジェクトマネジメント
2

情報リテラシー メディア・リテラシー 2 デジタルメディア基礎 2 情報数理 2

英語
英語リーディング・ライ
ティングA 1

英語リーディング・ライ
ティングB 1

英語リーディング・ライ
ティングC 1

英語リーディング・ライ
ティングD 1

演習 基礎演習 1

基幹科目 学科共通 社会学概論 2 社会調査入門 2

情報検索技法 2

社会調査の技法 2 社会データ分析基礎 2

メディアスタディーズ ソーシャルメディア論A 2 ソーシャルメディア論B 2

ジャーナリズム入門 2 メディア社会論入門 2 映像制作基礎 2 ジャーナリズム論B 2

ジャーナリズム論A 2 マスメディア論A 2 マスメディア論B 2

出版メディア論 2

広告メディア論 2

観光・まちづくり 市民活動論 2 地元学 2 地域社会論 2

持続可能な社会 家族とジェンダー 2 多文化共生論 2 国際社会論 2

演習 基幹演習Ａ 1 基幹演習Ｂ 1

展開科目 メディアスタディーズ 若者とメディア 2 英語圏メディア事情 2

社会データ分析応用 2 ニュースの論点 2

映像制作応用 2 デジタルマーケティング論 2

メディア産業論 2

観光・まちづくり フィールドワーク技法 2 東海・名古屋研究 2

観光まちづくり論 2

持続可能な社会 社会開発論 2 医療の社会学 2

比較社会論B 2 地球環境問題 2

演習 プロジェクト演習A 1 プロジェクト演習B 1

関連科目

卒業研究A 4 卒業研究B 4

単位数合計
23 23 19 19 17 17 4 4 126

自由選択

１年次 ２年次 ３年次

教養教育科目

専門教育科目

領域１
思想と表現

領域２
歴史と社会

領域３
自然と科学技術

領域４
数理と情報

領域５
言語とコミュニケーション

領域６
健康とスポーツ

領域７
トータルライフデザイン

卒業研究

表５　履修モデル：情報社会学部現代社会学科  【メディアスタディーズ】
４年次

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期科目区分

資料２－４

―設置等の趣旨(資料)―15―



授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

全学共通科目 人間論 人間論 2

歴史 2 心理 2

地理 2 法 2

地球の科学 2

コンピュータと情報Ⅰ 2

外国語（英語A） 1 外国語（英語B） 1 外国語（ハングルⅠ） 1 外国語（ハングルⅡ） 1

ファーストイヤーゼミ 1 キャリア形成実習Ⅰ 1 キャリア形成実習Ⅱ 1

基礎教育科目 学部共通 情報社会学概論 2

キャリア形成 日本語ライティング基礎 2 女性とライフコース 2 キャリアデザイン 2

情報リテラシー メディア・リテラシー 2 デジタルメディア基礎 2

英語
英語リーディング・ライ
ティングA 1

英語リーディング・ライ
ティングB 1

英語リーディング・ライ
ティングC 1

英語リーディング・ライ
ティングD 1

English for Your Woking
Life 1

Travel English 1

演習 基礎演習 1

基幹科目 学科共通 社会学概論 2 社会調査入門 2

情報検索技法 2

社会調査の技法 2 社会データ分析基礎 2

メディアスタディーズ ジャーナリズム入門 2 メディア社会論入門 2 ソーシャルメディア論A 2

情報社会論A 2

観光・まちづくり 市民活動論 2 観光学入門 2 観光とホスピタリティ 2 エリアマネジメント論 2

地域文化資源論 2 まちづくり学 2 地域社会論 2

世界遺産論 2 都市とジェンダー 2 地域デザインの手法 2

観光と地域 2

持続可能な社会 多文化共生論 2 移民と教育 2

演習 基幹演習Ａ 1 基幹演習Ｂ 1

展開科目 メディアスタディーズ メディア産業論 2 デジタルマーケティング論 2

若者とメディア 2 都市とメディア 2

観光・まちづくり 観光まちづくり論 2 観光デザイン演習 2

都市計画論 2 観光産業論 2

フィールドワーク技法 2 コミュニティデザイン論 2

地域文化の社会学 2 東海・名古屋研究 2

持続可能な社会 社会開発論 2 比較社会論C 2

地球環境問題 2

演習 プロジェクト演習A 1 プロジェクト演習B 1

関連科目

卒業研究A 4 卒業研究B 4

単位数合計
23 23 22 17 16 17 4 4 126

専門教育科目

前期

卒業研究

自由選択

教養教育科目

領域１
思想と表現

領域２
歴史と社会

領域３
自然と科学技術

領域４
数理と情報

領域５
言語とコミュニケーション

領域６
健康とスポーツ

領域７
トータルライフデザイン

表５　履修モデル：情報社会学部現代社会学科  【観光・まちづくり】

科目区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 後期 前期 後期
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授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

全学共通科目 人間論 人間論 2

歴史 2 心理 2

法 2 経済 2

環境の科学 2

コンピュータと情報Ⅰ 2

外国語（英語A） 1 外国語（英語B） 1 外国語（中国語Ⅰ） 1 外国語（中国語Ⅱ） 1

ファーストイヤーゼミ 1 ジェンダー論入門 2

基礎教育科目 学部共通 情報社会学概論 2

キャリア形成 日本語ライティング基礎 2 女性とライフコース 2 キャリアデザイン 2 国際化とキャリア 2
コミュニケーション・ト
レーニング 2

プレゼンテーション技法
2

情報リテラシー メディア・リテラシー 2 情報セキュリティと倫理 2 情報と法 2

英語
英語リーディング・ライ
ティングA 1

英語リーディング・ライ
ティングB 1

英語リーディング・ライ
ティングC 1

英語リーディング・ライ
ティングD 1

演習 基礎演習 1

基幹科目 学科共通 社会学概論 2 社会調査入門 2

情報検索技法 2

社会調査の技法 2 社会データ分析基礎 2

メディアスタディーズ ジャーナリズム入門 2 メディア社会論入門 2 ソーシャルメディア論B 2

観光・まちづくり 市民活動論 2 世界遺産論 2 都市とジェンダー 2 リスクマネジメント 2

持続可能な社会 福祉社会学A 2 家族とジェンダー 2 現代教育論 2 国際社会論 2

多文化共生論 2 言語政策論 2

社会思想史 2 歴史と記憶 2

移民と教育 2

演習 基幹演習Ａ 1 基幹演習Ｂ 1

展開科目 メディアスタディーズ 若者とメディア 2 英語圏メディア事情 2

メディア産業論 2

観光・まちづくり 地域文化の社会学 2 コミュニティデザイン論 2

フィールドワーク技法 2

持続可能な社会 福祉社会学B 2 地球環境問題 2

社会開発論 2 比較社会論A 2

比較社会論B 2 比較社会論C 2

医療の社会学 2

演習 プロジェクト演習A 1 プロジェクト演習B 1

関連科目

卒業研究A 4 卒業研究B 4

単位数合計
23 23 21 21 15 15 4 4 126

表５　履修モデル：情報社会学部現代社会学科  【持続可能な社会】

科目区分

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期 後期 前期 後期

専門教育科目

前期

卒業研究

自由選択

教養教育科目

領域１
思想と表現

領域２
歴史と社会

領域３
自然と科学技術

領域４
数理と情報

領域５
言語とコミュニケーション

領域６
健康とスポーツ

領域７
トータルライフデザイン
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表6　3年次編入学生用（情報デザイン学

科）専門教育科目

学科 区分 資格 単位 配当年次・
期

1年 2年 3年 4年

情報社会学概論 必修 教職 2 1前 ○ 2単位必修 ２単位必修
日本語ライティング基礎 2 1前 ○
プレゼンテーション技法 2 1後 ○
女性とライフコース 2 1後 ○
国際化とキャリア 2 2後 ○
キャリアデザイン 2 2前 ○
日本語ライティング応用 2 3前 ○
コミュニケーション・トレーニング 2 3前後 ○
プロジェクトマネジメント 2 3後 ○

キャリアと適応 2 3前 ○

メディア・リテラシー 教職・司諭 2 1前後 ○
インターネット入門 必修 教職 2 1前 ○
情報セキュリティと倫理 教職 2 1後 ○
デジタルメディア基礎 教職 2 1後 ○
情報数理 2 2前 ○
情報処理概論 必修 2 1前 ○
情報と法 教職 2 2後 ○
英語リーディング・ライティングA 必修 1 1前 ○
英語リーディング・ライティングB 必修 1 1後 ○
英語リーディング・ライティングC 必修 1 2前 ○
英語リーディング・ライティングD 必修 1 2後 ○
ホームステイ・イングリッシュ 1 2前 ○
日本事情英語 1 2後 ○
資格試験対策英語 1 2前 ○
Travel English 1 2後 ○
スキルアップ英語A 1 3前 ○
スキルアップ英語B 1 3後 ○
English for Your Working Life 1 3前 ○
英語総合演習（PBL) 1 3後 ○
基礎演習 必修 1 1後 ○ １単位必修
データ分析入門 必修 教職 2 1前 ○
情報基礎数学 必修 2 1前 ○
DX 必修 教職 2 1後 ○
プログラミングⅠ 教職 2 1後 ○
情報処理論 教職 2 1後 ○
情報産業 教職 2 1前 ○
人工知能入門 教職 2 2後 ○
プログラミングⅡ 教職 2 2前 ○
情報通信論 教職 2 1後 ○
データベース 教職 2 2後 ○
情報マネジメント 2 2前 ○
UI/UX 2 2後 ○
データサイエンス入門 教職 2 2前 ○
オープンデータ入門 教職 2 2後 ○
表現基礎 選択必修 2 1後 ○
情報デザイン論 必修 2 1前 ○
グラフィックデザイン入門 教職 2 1後 ○
メディアデザイン論 2 1後 ○
映像・音響情報論 2 1後 ○
認知心理学 選択必修 2 2後 ○
学習環境デザイン論 2 2後 ○
web制作 2 2前 ○
画像編集技法 教職 2 2前 ○
映像撮影技法 2 2前 ○
サウンドデザイン 2 2前 ○
遊びと学びのデザイン 2 2前 ○
メディア・コンテンツ分析 2 1後 ○
図書館概論 司 2 1後 ○
博物館概論 学 2 1前 ○
デジタルアーカイブ論 必修 司 2 2前 ○
情報社会と情報技術 教職 2 2後 ○
メディア・コンテンツ論 2 2後 ○
生涯学習概論 学・司 2 2前 ○
生涯学習各論 学・司 2 2後 ○
図書・図書館史特論 司 2 2後 ○
出版メディア論 2 2後 ○
情報検索技法 社調 2 2前 ○
博物館資料論 学 2 2後 ○
博物館経営論 学 2 2前 ○
物質文化論 2 2前 ○
美術史概論 2 1後 ○
文化遺産論 2 1後 ○
情報処理演習A（クリエーション） 必修 教職 1 2前後 ○
情報処理演習B（リサーチ） 必修 1 2前後 ○

授業科目 １年次入学 3年次編入

情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科

基
礎
教
育
科
目

学部共通

必
修
を
含
め
2
0
単
位
以
上
選
択
履
修

8
単
位
以
上
選
択
履
修

キ
ャ
リ
ア
形
成

４単位以上選
択履修

２単位以上選択履
修

情
報
リ
テ
ラ

シ
ー

必修を含め4単
位以上選択履

修

２単位以上選択履
修

英
語

必修を含め4単
位以上選択履

修

２単位以上選択履
修

演習

基
幹
科
目

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

必修を含め12
単位以上選択

履修

必修を含
め34単位
以上選択
必修

16単位以上
選択履修

コ
ミ
ュ
ニ
ケ

シ
ー
ョ

ン
デ
ザ

イ
ン

必修を含め20
単位以上選択

履修 １0単位以上選択履
修

情
報
・
ア
ー
カ
イ
ブ

演習 2単位必修

6単位以上選択履修
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学科 区分 資格 単位 配当年次・
期

1年 2年 3年 4年授業科目 １年次入学 3年次編入

情報ネットワーク論 教職 2 2前 ○
意思決定の科学 教職 2 3後 ○
情報システム論 教職 2 2後 ○
インターネット応用 教職 2 3前 ○
人工知能応用 教職 2 3後 ○
ビッグデータ演習 教職 1 3前 ○
プログラミング応用 教職 2 3前 ○
シミュレーション 教職 2 3後 ○
ビジネスと情報 教職 2 3前 ○
行政と情報 教職 2 3後 ○
福祉と情報 教職 2 3前 ○
データサイエンス応用 教職 2 3前 ○
データ活用マネジメント 2 3後 ○
ゲームプログラミング 2 3前 ○
ゲームAI 2 3前 ○
AR・VR 2 3前 ○
映像・映画学 2 2後 ○
学習デザイン研究 2 3後 ○
色彩コミュニケーション 2 2前 ○
アニメーション制作 教職 2 2後 ○
グラフィックデザイン応用A 2 2前 ○
グラフィックデザイン応用B 2 2後 ○
グラフィックデザイン応用C 2 2後 ○
ファッション心理学 2 3後 ○
webプログラミング 教職 2 3前 ○
メディアデザイン研究 2 3後 ○
動画制作 教職 2 3前 ○
デジタルサウンド演習 1 3前 ○
デジタル・ファブリケーション 2 3後 ○
三次元グラフィックス 教職 2 3前 ○
日本の書物・ことば 2 2前 ○
図書館サービス概論 司 2 2前 ○
情報サービス論 司 2 2前 ○
博物館教育論 学 2 2前 ○
博物館展示論 学 2 2前 ○
子どもの読書活動と図書館 司・司諭 2 2前 ○
博物館資料保存論 学 2 2後 ○
博物館情報・メディア論 学 2 2後 ○
共有人類学 2 2後 ○
地域の課題と情報技術 2 2前 ○
美術史演習 2 3後 ○
編集デザイン 教職 2 3前 ○
文化財論 2 3後 ○
デジタルアーカイブ応用 2 3前 ○
プロジェクト演習A 必修 1 3前 ○
プロジェクト演習B 必修 1 3後 ○
卒業研究A 必修 4 4前 ○

卒業研究B 必修 4 4後 ○

自由選択単位 10 10単位以上選択履修

64単位 ※1
62単位 ※2

※1　3年次編入は人間論2単位を加えて64単位を履修
※2　教養教育科目19単位＋基礎教育科目12単位＋基幹科目18単位＋展開科目13単位＝計62単位を一括認定

必修を含
め

33単位以
上選択履

修

6単位以上選択履修

必修を含め
20単位以上
選択履修

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン

21単位以上選
択履修

12単位以上選択履
修

情
報
・
ア
ー
カ
イ
ブ

合計126単位

10単位以上選択履修

卒業に必要な単位数 合計126単位

演習 2単位必修 2単位必修

卒業
研究

卒業
研究

4単位必修 4単位必修

4単位必修 4単位必修

展
開
科
目

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

10単位以上選
択履修

―設置等の趣旨(資料)―19―



表６　3年次編入学生用（現代社会学科）

専門教育科目

学科 区分 資格 単位 配当年次・ 期 1年 2年 3年 4年

学部共通 情報社会学概論 必修 教職 2 1前 〇

日本語ラ イ ティ ン グ基礎 2 1前 〇

プレ ゼン テーショ ン 技法 2 1後 〇

女性と ラ イ フ コ ース 2 1後 〇

国際化と キャ リ ア 2 2後 〇

キャ リ アデザイ ン 2 2前 〇

日本語ラ イ ティ ン グ応用 2 3前 〇

コ ミ ュ ニケーショ ン ・ ト レ ーニン グ 2 3前後 〇

プロ ジェ ク ト マネジメ ン ト 2 3後 〇

キャ リ アと 適応 2 3前 〇

メ ディ ア・ リ テラ シー 教職 2 1前後 〇

イ ン タ ーネッ ト 入門 教職 2 1前 〇

情報セキュ リ ティ と 倫理 教職 2 1後 〇

デジタ ルメ ディ ア基礎 教職 2 1後 〇

情報数理 2 2前 〇

情報処理概論 2 1前 〇

情報と 法 2 2後 〇

英語リ ーディ ン グ・ ラ イ ティ ン グA 1 1前 〇

英語リ ーディ ン グ・ ラ イ ティ ン グB 1 1後 〇

英語リ ーディ ン グ・ ラ イ ティ ン グC 1 2前 〇

英語リ ーディ ン グ・ ラ イ ティ ン グD 1 2後 〇

ホームステイ ・ イ ン グリ ッ シュ 1 2前 〇

日本事情英語 1 2後 〇

資格試験対策英語 1 2前 〇

Tr avel  Engl i sh 1 2後 〇

スキルアッ プ英語A 1 3前 〇

スキルアッ プ英語B 1 3後 〇

Engl i sh f or  Your  Wor ki ng Li f e 1 3前 〇

英語総合演習（ PBL) 1 3後 〇

演習 基礎演習 1 1後 〇

社会学概論 教職 2 1前 〇

社会調査入門 2 1後 〇

社会データ 分析基礎 教職 2 2後 〇

情報検索技法 教職 2 2前 〇

社会調査の技法 2 2前 〇

ソ ーシャ ルメ ディ ア論A 教職 2 2前 〇

ソ ーシャ ルメ ディ ア論B 教職 2 2後 〇

メ ディ ア社会論入門 2 1後 〇

情報社会論A 教職 2 2前 〇

情報社会論B 教職 2 2後 〇

ジャ ーナリ ズム入門 2 1前 〇

ジャ ーナリ ズム論A 2 1後 〇

ジャ ーナリ ズム論B 2 2後 〇

映像制作基礎 教職 2 2前 〇

マスメ ディ ア論A 教職 2 2前 〇

マスメ ディ ア論B 教職 2 2後 〇

放送社会論 2 2後 〇

メ ディ ア文化論 2 2前 〇

出版メ ディ ア論 2 2後 〇

広告メ ディ ア論 2 2後 〇

観光学入門 2 1後 〇

観光と ホスピ タ リ ティ 2 2前 〇

まち づく り 学 2 2前 〇

エリ アマネジメ ン ト 論 教職 2 2後 〇

都市の歴史 教職 2 2後 〇

地域社会論 教職 2 2後 〇

市民活動論 教職 2 1前 〇

地元学 教職 2 2前 〇

地域文化資源論 教職 2 1後 〇

都市空間論 教職 2 2前 〇

地域デザイ ン の手法 教職 2 2後 〇

リ スク マネジメ ン ト 2 2後 〇

都市と ジェ ン ダー 教職 2 2前 〇

観光と 地域 2 2後 〇

世界遺産論 教職 2 1後 〇

福祉社会学A 教職 2 1前 〇

生と 死の社会学 教職 2 2前 〇

移民と 教育 2 2後 〇

現代教育論 2 2前 〇

家族と ジェ ン ダー 教職 2 1後 〇

国際社会論 教職 2 2後 〇

多文化共生論 教職 2 2前 〇

言語政策論 教職 2 2後 〇

社会思想史 教職 2 2前 〇

歴史と 記憶 教職 2 2後 〇

基幹演習A 1 2前 〇

基幹演習B 1 2後 〇

若者と メ ディ ア 2 3前 〇

デジタ ルマーケティ ン グ論 2 3後 〇

社会データ 分析応用 教職 2 3前 〇

都市と メ ディ ア 2 3後 〇

情報社会史 教職 2 3前 〇

映像制作応用 教職 2 3前 〇

英語圏メ ディ ア事情 2 3後 〇

ニュ ースの論点 2 3後 〇

メ ディ ア産業論 2 3前 〇

観光まち づく り 論 2 3前 〇

観光産業論 教職 2 3後 〇

都市計画論 2 3前 〇

風景デザイ ン 論 2 3後 〇

コ ミ ュ ニティ デザイ ン 論 教職 2 3後 〇

地域文化の社会学 教職 2 3前 〇

東海・ 名古屋研究 教職 2 3後 〇

フ ィ ールド ワーク 技法 教職 2 3前 〇

観光デザイ ン 演習 2 3後 〇

医療の社会学 教職 2 3後 〇

福祉社会学B 教職 2 3前 〇

比較社会論A 2 3後 〇

授業科目 １ 年次入学 ３年次編入

現代社会学
科

基
礎
教
育
科
目

2単位必修 2単位必修

キャ リ ア形成
6単位以上選択
履修

必修を 含
め

 17単位以
上選択履

修

基
幹
科
目

学科共通
必修を 含め
4単位以上選択
履修

必修を 含
め

 40単位以
上選択履

修

2単位以上選択
履修

展
開
科
目

必修を 含め
 6単位以上選択

履修

情報リ テラ シー
4単位以上選択
履修

英語
必修を 含め
4単位以上選択
履修

1単位必修

18単位以上選択
履修

メ ディ アスタ ディ ー
ズ

4単位以上選択
履修

2単位以上選択
履修

観光・ まち づく り
4単位以上選択
履修

2単位以上選択
履修

持続可能な社会
4単位以上選択
履修

2単位以上選択
履修

演習 2単位必修

必修を 含め
 20単位以上選
択履修

観光・ まち づく り

メ ディ アスタ ディ ー
ズ

必修を 含
め
 20単位以
上選択履
修
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表６　3年次編入学生用（現代社会学科）

専門教育科目

学科 区分 資格 単位 配当年次・ 期 1年 2年 3年 4年授業科目 １ 年次入学 ３年次編入

比較社会論B 2 3前 〇

比較社会論C 2 3後 〇

社会開発論 教職 2 3前 〇

地球環境問題 教職 2 3後 〇

プロ ジェ ク ト 演習A 必修 1 3前 〇

プロ ジェ ク ト 演習B 必修 1 3後 〇

教職 2 1前 〇

教職 2 1後 〇

教職 2 1前 〇

教職 2 1後 〇

教職 2 1前 〇

教職 2 1後 〇

教職 2 1前 〇

教職 2 1後 〇

教職 2 1後 〇

教職 2 1前 〇

教職 2 1後 〇

教職 2 1前 〇

教職 2 1前 〇

教職 2 1後 〇

必修 4 4前 〇

必修 4 4後 〇

卒業に必要な単位数

※1　3年次編入は人間論2単位を加えて64単位を履修
※2　教養教育科目19単位＋基礎教育科目11単位＋基幹科目22単位＋自由科目10単位＝計62単位を一括認定

関
連
科
目

日本史A

美術史概論

文化遺産論

法律学（ 国際法を 含む。 ）

持続可能な社会

演習 2単位必修 2単位必修

4単位必修 4単位必修

卒業研究B 4単位必修 4単位必修

自由選択単位 20単位以上選択履修 10単位以上選択履修

政治と 社会（ 国際政治を 含む。 ）

経済と 社会（ 国際経済を 含む。 ）

宗教と 社会

社会と 倫理
卒
業
研
究

卒業研究A

日本史B

外国史A

外国史B

人文地理学

自然地理学

地誌

合計　 126単位 　 64単位※1

　 62単位※2

合計　 126単位
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授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

全学共通科目 人間論 人間論 2

基礎教育科目 学部共通 情報社会学概論 2

キャリア形成

プロジェクトマネジメント 2

情報リテラシー 情報処理概論 2

英語 スキルアップ英語A 1 スキルアップ英語B 1

演習

基幹科目 データサイエンス データ分析入門 2 ＤＸ 2 UI/UX 2

情報基礎数学 2 データサイエンス入門 2

プログラミングⅠ 2

コミュニケーションデザイン 情報デザイン論 2 認知心理学 2

web制作 2

情報・アーカイブ デジタルアーカイブ論 2 情報社会と情報技術 2

演習

展開科目 データサイエンス データサイエンス応用 2 人工知能応用 2

ゲームAI 2 意思決定の科学 2

AR・VR 2

コミュニケーションデザイン webプログラミング 2

三次元グラフィックス 2
デジタル・ファブリケー
ション 2

動画制作 2 アニメーション制作 2

情報・アーカイブ 地域の課題と情報技術 2

演習 プロジェクト演習A 1 プロジェクト演習B 1

卒業研究A 4 卒業研究B 4

単位数合計
19 13 19 13 64

62

126

※2　教養教育科目19単位＋基礎教育科目12単位＋基幹科目18単位＋展開科目13単位＝計62単位を一括認定

３年次

領域７
トータルライフデザイン

自由選択

卒業研究

領域２
歴史と社会

領域３
自然と科学技術

領域４
数理と情報

領域５
言語とコミュニケーション

領域６
健康とスポーツ

一括認定※

合計

表７　履修モデル：情報社会学部情報デザイン学科  【データサイエンス】編入
４年次

前期 後期 前期 後期科目区分

教養教育科目

専門教育科目

領域１
思想と表現
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授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

全学共通科目 人間論 人間論 2

基礎教育科目 学部共通 情報社会学概論 2

キャリア形成 キャリアと適応 2

情報リテラシー インターネット入門 2

英語 資格試験対策英語 1 英語総合演習（PBL） 1

演習

基幹科目 データサイエンス データ分析入門 2 ＤＸ 2

情報基礎数学 2

コミュニケーションデザイン 情報デザイン論 2 認知心理学 2 映像撮影技法 2

画像編集技法 2 メディアデザイン論 2

グラフィックデザイン入門 2

映像・音響情報論 2

情報・アーカイブ デジタルアーカイブ論 2 メディア・コンテンツ分析 2 メディア・コンテンツ論 2

演習

展開科目 データサイエンス 福祉と情報 2 行政と情報 2

ビジネスと情報 2

コミュニケーションデザイン
グラフィックデザイン応用
Ａ 2

グラフィックデザイン応用
Ｂ 2

アニメーション制作 2

映像・映画学 2

メディアデザイン研究 2

情報・アーカイブ 編集デザイン 2

演習 プロジェクト演習A 1 プロジェクト演習B 1

卒業研究A 4 卒業研究B 4

単位数合計
18 14 16 16 64

62

126

※2　教養教育科目19単位＋基礎教育科目12単位＋基幹科目18単位＋展開科目13単位＝計62単位を一括認定

表７　履修モデル：情報社会学部情報デザイン学科  【コミュニケーションデザイン】編入

科目区分

３年次 ４年次

後期 前期 後期前期

教養教育科目

領域１
思想と表現

領域２
歴史と社会

領域３
自然と科学技術

領域４
数理と情報

領域５
言語とコミュニケーション

領域６
健康とスポーツ

領域７
トータルライフデザイン

一括認定※

合計

自由選択

専門教育科目

卒業研究
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授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

全学共通科目 人間論 人間論 2

基礎教育科目 学部共通 情報社会学概論 2

キャリア形成

女性とライフコース 2

情報リテラシー インターネット入門 2

英語 資格試験対策英語 1 英語総合演習（PBL） 1

演習

基幹科目 データサイエンス データ分析入門 2 ＤＸ 2

情報基礎数学 2

コミュニケーションデザイン 情報デザイン論 2 認知心理学 2

情報・アーカイブ デジタルアーカイブ論 2 図書館概論 2 生涯学習概論 2 生涯学習各論 2

情報検索技法 2 図書・図書館史特論 2 情報社会と情報技術 2

演習

展開科目 データサイエンス 福祉と情報 2 行政と情報 2

ビジネスと情報 2

コミュニケーションデザイン 映像・映画学 2

情報・アーカイブ 情報サービス論 2 日本の書物・ことば 2

図書館サービス概論 2 地域と課題と情報技術 2

子どもの読書活動と図書館 2 編集デザイン 2

演習 プロジェクト演習A 1 プロジェクト演習B 1

卒業研究A 4 卒業研究B 4

単位数合計
24 12 16 12 64

62

126

※2　教養教育科目19単位＋基礎教育科目12単位＋基幹科目18単位＋展開科目13単位＝計62単位を一括認定

表７　履修モデル：情報社会学部情報デザイン学科  【情報・アーカイブ】編入

科目区分

３年次 ４年次

後期 前期 後期前期

教養教育科目

領域１
思想と表現

領域２
歴史と社会

領域３
自然と科学技術

領域４
数理と情報

領域５
言語とコミュニケーション

領域６
健康とスポーツ

領域７
トータルライフデザイン

一括認定※

合計

自由選択

専門教育科目

卒業研究
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授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

全学共通科目 人間論 人間論 2

基礎教育科目 学部共通 情報社会学概論 2

キャリア形成

情報リテラシー メディア・リテラシー 2 デジタルメディア基礎 2

英語

演習

基幹科目 学科共通 社会学概論 2 社会調査入門 2

メディアスタディーズ ジャーナリズム入門 2 メディア社会論入門 2

映像制作基礎 2 ジャーナリズム論A 2

マスメディア論A 2 ジャーナリズム論B 2

マスメディア論B 2

出版メディア論 2

広告メディア論 2

観光・まちづくり 地域社会論 2

持続可能な社会 国際社会論 2

演習

展開科目 メディアスタディーズ 若者とメディア 2 英語圏メディア事情 2 社会データ分析応用 2

メディア産業論 2 ニュースの論点 2 映像制作応用 2

観光・まちづくり フィールドワーク技法 2 東海・名古屋研究 2

持続可能な社会 社会開発論 2

医療の社会学 2

演習 プロジェクト演習A 1 プロジェクト演習B 1

関連科目

卒業研究A 4 卒業研究B 4

単位数合計
21 27 10 6 64

62

126

※教養教育科目19単位＋基礎教育科目11単位＋基幹科目22単位＋自由科目10単位＝計62単位を一括認定

専門教育科目

卒業研究

自由選択

教養教育科目

領域１
思想と表現

領域２
歴史と社会

領域３
自然と科学技術

領域４
数理と情報

領域５
言語とコミュニケーション

領域６
健康とスポーツ

領域７
トータルライフデザイン

一括認定※

合計

表７　履修モデル：情報社会学部現代社会学科  【メディアスタディーズ】編入

科目区分

３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期

資料３－６

―設置等の趣旨(資料)―25―



授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

全学共通科目 人間論 人間論 2

基礎教育科目 学部共通 情報社会学概論 2

キャリア形成 キャリアデザイン 2

情報リテラシー

英語 Travel　English 1
English for Your Working
Life 1

演習

基幹科目 学科共通 社会学概論 2 社会調査入門 2

メディアスタディーズ ソーシャルメディア論A 2

観光・まちづくり 市民活動論 2 観光学入門 2

観光とホスピタリティ 2 地域文化資源論 2

まちづくり学 2 世界遺産論 2

エリアマネジメント論 2

地域社会論 2

地域デザインの手法 2

観光と地域 2

持続可能な社会 多文化共生論 2

演習

展開科目 メディアスタディーズ デジタルマーケティング論 2

観光・まちづくり フィールドワーク技法 2 観光産業論 2 東海・名古屋研究 2

観光まちづくり論 2 コミュニティデザイン論 2

観光デザイン演習 2

都市計画論 2

持続可能な社会 社会開発論 2

演習 プロジェクト演習A 1 プロジェクト演習B 1

関連科目

卒業研究A 4 卒業研究B 4

単位数合計
23 24 9 8 64

62

126

※教養教育科目19単位＋基礎教育科目11単位＋基幹科目22単位＋自由科目10単位＝計62単位を一括認定

専門教育科目

卒業研究

自由選択

教養教育科目

領域１
思想と表現

領域２
歴史と社会

領域３
自然と科学技術

領域４
数理と情報

領域５
言語とコミュニケーション

領域６
健康とスポーツ

領域７
トータルライフデザイン

一括認定※

合計

表７　履修モデル：情報社会学部現代社会学科  【観光・まちづくり】編入

科目区分

３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期

資料３－７
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授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数 授業科目 単位数

全学共通科目 人間論
人間論

2

基礎教育科目 学部共通 情報社会学概論 2 女性とライフコース 2

キャリア形成 国際化とキャリア 2

演習

基幹科目 学科共通 社会学概論 2 社会調査入門 2

メディアスタディーズ ジャーナリズム入門 2

観光・まちづくり 市民活動論 2 世界遺産論 2

持続可能な社会 福祉社会学A 2 家族とジェンダー 2

現代教育論 2 国際社会論 2

多文化共生論 2 言語政策論 2

社会思想史 2 歴史と記憶 2

演習

展開科目 メディアスタディーズ 英語圏メディア事情 2

観光・まちづくり 地域文化の社会学 2 コミュニティデザイン論 2

フィールドワーク技法 2

持続可能な社会 福祉社会学B 2 地球環境問題 2

社会開発論 2 比較社会論A 2

比較社会論B 2 比較社会論C 2

演習 プロジェクト演習A 1 プロジェクト演習B 1

関連科目

卒業研究A 4 卒業研究B 4

単位数合計
25 23 8 8 64

62

126

※教養教育科目19単位＋基礎教育科目11単位＋基幹科目22単位＋自由科目10単位＝計62単位を一括認定

専門教育科目

卒業研究

自由選択

教養教育科目

領域１
思想と表現

領域２
歴史と社会

領域３
自然と科学技術

領域４
数理と情報

領域５
言語とコミュニケーション

領域６
健康とスポーツ

領域７
トータルライフデザイン

一括認定※

合計

表７　履修モデル：情報社会学部現代社会学科  【持続可能な社会】編入

科目区分

３年次 ４年次

前期 後期 前期 後期
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2022年度 インターンシップ受け⼊れ企業⼀覧

No. 企業名 本社住所 本学受⼊⼈数

1 MAC＆BPミッドランド税理⼠法⼈ 愛知県名古屋市中村区名駅3-28-12⼤名古屋ﾋﾞﾙﾁﾞﾝｸﾞ21F 2
2 NPO法⼈ motif 愛知県⻄春⽇井郡豊⼭町豊場中之町19-1 2
3 株式会社アイ・エス・エス 東京都港区南⿇布5-2-32興和広尾ビル 2F 4
4 株式会社アイガ 愛知県名古屋市中村区名駅南1-17-23ニッタビル9F 10
5 株式会社Ｉ．Ｋ．Ａ． インターナショナルキッズアカデミー 愛知県名古屋市昭和区広路本町1-28-2 2
6 株式会社アイテム ⼤阪府⼤阪市⻄区新町1-33-23アイテム本社ビル 2
7 ⼀級建築⼠事務所ＡＸＩＳ 岐⾩県各務原市⼤野町６-119-5  2
8 社会福祉法⼈明知会 愛知県春⽇井市明知町⻄追分1030-1 2
9 株式会社朝⽇⼯業社 名古屋⽀店 東京都港区浜松町1-25-7 2

10 株式会社アメニティホーム 三重県津市栄町1-894-1 3
11 株式会社アルタ 愛知県名古屋市中区東桜2-22-18⽇興ビルヂング８F 18
12 株式会社イエス 愛知県名古屋市中村区名駅5-5-22名駅ＤＨビル２Ｆ 若⼲名
13 株式会社池下設計 名古屋⽀店 東京都中野区本町1-32-2ﾊｰﾓﾆｰﾀﾜｰ11F 2
14 株式会社伊藤建築設計事務所 愛知県名古屋市中区丸の内1-15-15桜通ﾋﾞﾙ 2
15 株式会社伊藤⼯務店 愛知県名古屋市中川区⼩碓通2-25 5
16 株式会社Ｉｍａｅｄａ Ｄｅｓｉｇｎ 愛知県名古屋市中区丸の内2-18-32ｶｰｻ丸の内402 2
17 株式会社⿂国総本社 名古屋本部 ⼤阪府⼤阪市⻄淀川区⽵島4-1-28 6
18 株式会社エイジェック 東京都新宿区⻄新宿1-25-1新宿センタービル46Ｆ 4
19 エイベックス株式会社 愛知県名古屋市瑞穂区内浜町26-3 1〜3
20 ＡＮＡ中部空港株式会社 愛知県常滑市セントレア1-1第2セントレアビル2F 6
21 株式会社ＡＴグループ 愛知県名古屋市昭和区⾼辻町6-8ＡＴＧ南館5Ｆ 2
22 ＳＭＢＣ⽇興証券株式会社 東京都千代⽥区丸の内3-3-1 3〜5
23 エスパシオエンタープライズ株式会社 愛知県名古屋市中区錦3-23-18ﾆｭｰｻｶｴﾋﾞﾙ8F 4
24 株式会社エスワイシステム 愛知県名古屋市東区代官町35-16第⼀富⼠ﾋﾞﾙ2F 2
25 株式会社ＮＨＫ⽂化センター 名古屋総⽀社 愛知県名古屋市東区東桜1-13-3NHK名古屋放送センタービル7F 1
26 ＮＴＰ名古屋トヨペット株式会社 愛知県名古屋市熱⽥区尾頭町2-22 2
27 株式会社オープンセサミ・テクノロジー 愛知県名古屋市中村区平池町4-60-12ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｹﾞｰﾄ22F 10
28 岡崎商⼯会議所 愛知県岡崎市⻯美南1-2 1
29 株式会社尾張東部放送 愛知県瀬⼾市栄町45 3
30 社会福祉法⼈恩賜財団愛知県同胞援護会 愛知県春⽇井市廻間町703-1 3
31 株式会社オンワード樫⼭ 東海北陸地区採⽤ 東京都中央区⽇本橋3-10-5ｵﾝﾜｰﾄﾞﾊﾟｰｸﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ 2
32 株式会社確認サービス 愛知県名古屋市中区栄4-3-26昭和ビル4階 1
33 株式会社Calan 愛知県名古屋市東区泉2丁⽬19-11キャストビル泉1F 1
34 株式会社上川 愛知県名古屋市名東区勢⼦坊1-202 1
35 岐建株式会社 岐⾩県⼤垣市⻄崎町2-46 1
36 キッシーズ株式会社 愛知県名古屋市⻄区那古野2-7-17 4
37 株式会社共豊コーポレーション 愛知県名古屋市南区⽴脇町4-3 4
38 銀座アスター⾷品株式会社 東京都中央区銀座1-8-16GINZA ASTER BLD.8F 1
39 株式会社クイックス 愛知県刈⾕市幸町2-2 3
40 株式会社サカイ引越センター ⼤阪府堺市堺区⽯津北町56 3
41 サンレジャン株式会社 愛知県蒲郡市⼋百富町1-15 20
42 株式会社ＣＩＣ 東京都渋⾕区道⽞坂2-16-4野村不動産渋⾕道⽞坂ﾋﾞﾙ 8F 2
43 株式会社Ｃ＆Ｃ設計 愛知県名古屋市中区栄1-22-16ミナミ栄ビル801 5
44 株式会社ＧＥクリエイティブ 愛知県名古屋市東区東桜1-9-26IKKOﾊﾟｰｸ栄ﾋﾞﾙ3F 4
45 有限会社ＣＢＣ⾃動⾞学校 愛知県名古屋市⻄区⼭⽥町上⼩⽥井東古川3117 13
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2022年度 インターンシップ受け⼊れ企業⼀覧

No. 企業名 本社住所 本学受⼊⼈数

46 Ｊ−ｎｅｔレンタリース株式会社 愛知県名古屋市中区錦1-7-28J-SQUARE丸の内 5
47 衆議院議員古川元久事務所 愛知県名古屋市千種区内⼭3-8-16ﾄｷﾜﾋﾞﾙ2F 5
48 特定⾮営利活動法⼈  障がい者みらい創造センター 愛知県名古屋市南区松池町1-19 5
49 新⽇本空調株式会社 東京都中央区⽇本橋浜町2-31-1浜町ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ 1
50 株式会社スカイシーズ 愛知県名古屋市中区錦3-2-7錦ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ3F 3
51 学校法⼈椙⼭⼥学園 愛知県名古屋市千種区星が丘元町17-3 4
52 株式会社スズキ⾃販中部 愛知県名古屋市瑞穂区堀⽥通4-4 1
53 株式会社スターシステム 愛知県名古屋市中村区名駅5-28-1名駅ｲｰｽﾄﾋﾞﾙ 5F 6
54 株式会社スタジオアリス ⼤阪府⼤阪市北区梅⽥1-8-17⼤阪第⼀⽣命ﾋﾞﾙ7Ｆ 4
55 スマイロ・アーキテクツ・ユニット 愛知県名古屋市中村区⼤⽇町１-５酒井ビル２ＦＢ 4
56 住友⽣命保険相互会社 名古屋すみれい営業部 ⼤阪府⼤阪市中央区城⾒1-4-35 2
57 株式会社炭屋旅館 京都府京都市中京区麩屋町三条下ル⽩壁町431炭屋旅館 1
58 社会福祉法⼈清翠会 わかすぎ保育園 三重県松阪市嬉野中川町1263-1 2
59 株式会社⻘電社 愛知県名古屋市守⼭区町南3-1 7
60 公益財団法⼈瀬⼾市⽂化振興財団 愛知県瀬⼾市⻄茨町113-3 4
61 株式会社総合システムリサーチ 愛知県名古屋市中村区名駅南1-3-18NORE名駅4F 2
62 株式会社創寫舘 愛知県知多市⼋幡荒古後87 2
63 第⼀⽣命保険株式会社 名古屋コンサルティング営業室 東京都千代⽥区有楽町1-13-1 3
64 医療法⼈社団⼤樹会 ⽥辺眼科クリニック 愛知県名古屋市昭和区円上町24-18 2
65 ＴＡＫＡＭＩ ＨＯＬＤＩＮＧＳ株式会社 京都府京都市下京区富⼩路通五条下ル本塩竈町557-2 4
66 ⾼⼭信⽤⾦庫 岐⾩県⾼⼭市下⼀之町63 10
67 宝交通株式会社 愛知県名古屋市熱⽥区神宮4-7-27宝18ビル 2
68 株式会社武市ウインド名古屋 愛知県名古屋市守⼭区苗代1-13-37 5
69 株式会社ＴＡＣ設計室 愛知県名古屋市東区筒井3-17-5 1
70 中央⼯機株式会社 愛知県名古屋市昭和区⾼辻町4-3 1
71 中⽇設計株式会社 愛知県名古屋市東区筒井2-10-45 4
72 中部スカイサポート株式会社 愛知県常滑市セントレア1-1機⽤品センター 6
73 株式会社坪井花苑 愛知県名古屋市中区錦3-21-18 15
74 株式会社津松菱 三重県津市東丸之内4-10 1
75 ツムグ建築設計事務所 三重県三重郡朝⽇町⼤字柿2988 1~3
76 東京システムズ株式会社 東京都渋⾕区恵⽐寿1-18-18東急不動産恵⽐寿ビル９Ｆ 2
77 東春信⽤⾦庫 愛知県⼩牧市中央1-231-1 2
78 豊川信⽤⾦庫 愛知県豊川市末広通3-34-1 5
79 トヨタＬ＆Ｆ中部株式会社 愛知県名古屋市昭和区⾼辻町6-8ATG南館4F 1〜2
80 トヨタカローラ愛知株式会社 愛知県名古屋市⻄区則武新町3-9-8 2
81 トヨタカローラ名古屋株式会社 愛知県名古屋市中区松原1-6-2 1
82 トヨタカローラ三重株式会社 三重県四⽇市市北浜⽥町10-3 10
83 豊⽥市コンサートホール・能楽堂 愛知県豊⽥市⻄町1‐200 3
84 豊⽥市⻘少年センター 愛知県豊⽥市⻄町1-200 20
85 トヨタモビリティ東名古屋株式会社 愛知県名古屋市中区葵1-27-29ｷﾘｯｸｽﾋﾞﾙ7F 2
86 株式会社トヨタレンタリース愛知 愛知県名古屋市昭和区⾼辻町6-8 2
87 内藤建設株式会社 岐⾩県岐⾩市六条南3-10-10 3
88 中尾建設⼯業株式会社 愛知県安城市安城町社⼝堂75 1
89 株式会社ナカノフドー建設 東京都千代⽥区九段北4-2-28 3
90 中村建設株式会社 静岡県浜松市中区中沢町71-23 2
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2022年度 インターンシップ受け⼊れ企業⼀覧

No. 企業名 本社住所 本学受⼊⼈数

91 株式会社ナカモサンルート 愛知県名古屋市中村区名駅2-35-24ホテルサンルートプラザ名古屋 1
92 名古屋ガーデンパレス 愛知県名古屋市中区錦3-11-13 1
93 名古屋市鶴舞中央図書館 愛知県名古屋市昭和区鶴舞1-1-155 2
94 公益財団法⼈名古屋市⽂化振興事業団 愛知県名古屋市中区栄3-18-1ナディアパーク 8階 2
95 名古屋電機⼯業株式会社 愛知県あま市篠⽥⾯徳29-1 2
96 社会福祉法⼈名古屋ライトハウス 愛知県名古屋市昭和区川名本町1-2 4
97 なも介護サポート有限会社 愛知県津島市南本町2-1 7
98 ⽇本貨物鉄道株式会社 東海⽀社 東京都渋⾕区千駄ヶ⾕5-33-8サウスゲート新宿 1〜2
99 ⽇本ハウズイング株式会社 東京都新宿区新宿1-31-12 1

100 ネッツトヨタノヴェル三重株式会社 三重県四⽇市市⼗七軒町3-18 2
101 株式会社ネットコム 愛知県豊橋市問屋町26-1 3
102 社会福祉法⼈野並福祉会 堀⽥デイサービスセンター 愛知県名古屋市瑞穂区堀⽥通5-6-1 6
103 野村證券株式会社 名古屋⽀店 東京都中央区⽇本橋1-13-1 2
104 株式会社バウハウス丸栄 岐⾩県⽻島郡岐南町上印⾷5-82 2
105 株式会社橋本組 静岡県焼津市栄町5-9-3 2
106 株式会社パッション 愛知県春⽇井市味美町2-122 3
107 学校法⼈服部学園 愛知県岡崎市⽻根東町1-2-1YAMASAⅡﾋﾞﾙ 3
108 ⼀般社団法⼈半⽥市医師会 健康管理センター 愛知県半⽥市神⽥町1-1 8
109 半⽥信⽤⾦庫 愛知県半⽥市御幸町8 4
110 株式会社ピコ・ナレッジ 愛知県名古屋市中村区名駅南1-19-29 2
111 尾⻄信⽤⾦庫 愛知県⼀宮市篭屋1-4-3 2
112 株式会社ひまわり 岐⾩県岐⾩市⻄改⽥村前104-1 10
113 平林総合事務所 愛知県名古屋市千種区池下町2-37-2 1
114 株式会社ファーストフーズ名古屋 愛知県⼩牧市本庄⽩池811-1 2
115 株式会社ファミリー 岐⾩県可児市瀬⽥430-1 2
116 扶桑町役場 愛知県丹⽻郡扶桑町⾼雄天道330 2
117 株式会社フューレックス 愛知県名古屋市中区丸の内3-16-29新東通信ﾋﾞﾙ5階 4
118 株式会社ブライダルハウス・チュチュ 北海道札幌市中央区南１条⻄28-1-3TUTUビル 4
119 防衛省⾃衛隊 愛知地⽅協⼒本部 愛知県名古屋市中川区松重町3-41 5
120 株式会社ホーボーズ 愛知県名古屋市中区千代⽥1-10-16ネスパルド・イヴ2A 4
121 株式会社ポカラ 愛知県⻑久⼿市市が洞2-1202 2
122 社会福祉法⼈ポレポレ 愛知県⽇進市五⾊園3-509 14
123 株式会社ホワイトハウス 愛知県名古屋市名東区本郷3-139ﾎﾜｲﾄﾊｳｽﾋﾞﾙ2F 15
124 株式会社本陣平野屋 岐⾩県⾼⼭市本町1-34 5
125 株式会社ホンダカーズ岐⾩ 岐⾩県⽻島郡岐南町上印⾷7-1 1
126 株式会社マイナビ 東京都千代⽥区⼀ツ橋1-1-1パレスサイドビル９階 3
127 株式会社マルワ 愛知県名古屋市天⽩区平針4-211 1
128 三重県⽴鈴⿅⻘少年センター 三重県鈴⿅市住吉町南⾕⼝ 5
129 道の駅 ⽴⽥ふれあいの⾥ 愛知県愛⻄市森川町井桁⻄27 1
130 株式会社ミニミニ 中部本部 東京都千代⽥区丸の内1-8-3 1
131 株式会社⻨の穂 ⼤阪府⼤阪市北区⻄天満3-13-20ASﾋﾞﾙ2F 10
132 株式会社メイコン 愛知県⼩牧市⼤字三ツ渕950 1
133 明治安⽥⽣命保険相互会社 東京都千代⽥区丸の内2-1-1 5
134 名進研ホールディングス株式会社 愛知県名古屋市⻄区名駅2-34-19 5
135 株式会社名⼤社 愛知県名古屋市中区栄2-3-1名古屋広⼩路ビルヂング16Ｆ 1
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2022年度 インターンシップ受け⼊れ企業⼀覧

No. 企業名 本社住所 本学受⼊⼈数

136 株式会社明和技術管理事務所 愛知県名古屋市熱⽥区神宮2-2-2 2
137 株式会社メタルヒート 愛知県安城市東栄町5-3-6 2
138 株式会社盛本構造設計事務所 愛知県岡崎市井⽥町1-8-1 6
139 株式会社⼭⽥組 愛知県名古屋市中川区⼾⽥5-1213 4
140 株式会社ヤマダヤ 愛知県名古屋市⻄区城⻄1-3-1 6
141 ユタカコーポレーション株式会社 愛知県豊橋市中野町字平北1-5 1~2
142 社会福祉法⼈養楽福祉会 愛知県春⽇井市廻間町字神屋洞703-1 2
143 株式会社ラックランド 東京都新宿区⻄新宿3-18-20LUCKOFFICE 5
144 株式会社ラディアント 岐⾩県⼤垣市⽲森町6-25 10
145 株式会社ルネ 東京都渋⾕区渋⾕2-11-8⼤菅ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ9F 3〜5
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表８【募集定員】 

定員 
学科 

入学定員 
募集定員 

総合型選抜 学校推薦型選抜 一般選抜 その他 

情報デザイン学科 １００ ６ ４９ ４２ ３ 

現代社会学科 １２０ １０ ５９ ４８ ３ 
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表９【選抜方法】 
学部 

学科 
選抜区分 

募集 

定員 
選抜方法 

情
報
社
会
学
部
情
報
デ
ザ
イ
ン
学
科

総合型選抜（AO選抜） ６ 
・一次評価（書類審査）
・二次評価（プレゼンテーション・面談）

指定校制推薦入試 １６ 
・書類審査（調査書、推薦書、志望理由書）
・面接
・プレゼンテーション

併設校制推薦入試 ２０ 
・書類審査（調査書、志望理由書）
・面接
・プレゼンテーション

公募制推薦入試Ⅰ期 
（教科型） 

５ 
・書類審査（調査書、推薦書、志望理由書）
・学習成績の状況（平均）×５倍
・基礎学力検査（国語・数学・英語から2科目選択）

公募制推薦入試Ⅰ期（総合型） 
公募制推薦入試Ⅱ期（総合型） 

４ 
４ 

・書類審査（調査書、推薦書、志望理由書）
・学習成績の状況（平均）×５倍
・小論文
・面接

一般入試A 
（3教科型）／（2教科型） 

マークシート方式

１６
１２ 

・国語、地理歴史（世界史、日本史）、数学、理科（化学基礎、
生物基礎）、英語（リスニングを課さない）から3教科3科目また
は2教科2科目を選択

一般入試A 
（共通テスト併用型） 
マークシート方式

４ 

1科目目：本学個別試験の最も高得点の1科目 
2科目目：大学入学共通テストの最も高得点の1科目 
3科目目：本学個別試験または大学入学共通テストのうち１科目
目２科目目を除く高得点の1科目を採用 

大学入学共通テスト 
利用型入試A 
（2教科型） 

４ 

・国語（近代以降の文章）、地理歴史、公民、数学（数学Ⅰ、数
学Ⅰ・数学A、数学Ⅱ、数学Ⅱ・数学Bから1科目）、理科（物理
基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎から2科目または物理、化
学、生物、地学から1科目）、外国語（「英語」（リスニングを
課す）から2教科2科目選択
ただし、地理歴史と公民はどちらか一方のみを採用

一般入試B（１教科型） 
マークシート方式

４ 
・国語（漢文は含まず、現代文と古文はどちらか選択可能）、数
学（数学Ⅰ・数学Aと数学Ⅱ・数学Bはどちらか選択可能）、英
語（リスニングを課さない）から１教科１科目選択

大学入学共通テスト 
利用型入試B 
（2教科型） 

２ 

・国語（近代以降の文章）、地理歴史、公民、数学（数学Ⅰ、数
学Ⅰ・数学A、数学Ⅱ、数学Ⅱ・数学Bから1科目）、理科（物理
基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎から2科目または物理、化
学、生物、地学から1科目）、外国語（「英語」（リスニングを
課す）から2教科２科目
ただし、地理歴史と公民はどちらか一方のみを採用

同窓生特別推薦入試 １ 

・書類審査（調査書、推薦書、志望理由書）
・学習成績の状況（平均）×５倍
・小論文
・面接

社会人入学特別選抜 
外国人留学生入学特別選抜 

１ 
１ 

・書類審査（調査書、推薦書、志望理由書）
・小論文
・面接
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学部 

学科 
選抜区分 

募集 

定員 
選抜方法 

情
報
社
会
学
部
現
代
社
会
学
科

総合型選抜（AO選抜） １０ 
・一次評価（書類審査）
・二次評価（プレゼンテーション・面談）

指定校制推薦入試 １９ 
・書類審査（調査書、推薦書、志望理由書）
・面接
・プレゼンテーション

併設校制推薦入試 ２５ 
・書類審査（調査書、志望理由書）
・面接
・プレゼンテーション

公募制推薦入試Ⅰ期 
（教科型） 

５ 
・書類審査（調査書、推薦書、志望理由書）
・学習成績の状況（平均）×５倍
・基礎学力検査（国語・数学・英語から2科目選択）

公募制推薦入試Ⅰ期（総合型） 
公募制推薦入試Ⅱ期（総合型） 

５ 
５ 

・書類審査（調査書、推薦書、志望理由書）
・学習成績の状況（平均）×５倍
・小論文
・面接

一般入試A 
（3教科型）／（2教科型） 

マークシート方式

１６ 
１４ 

・国語、地理歴史（世界史、日本史）、数学、理科（化学基礎、
生物基礎）、英語（リスニングを課さない）から3教科3科目また
は2教科2科目を選択

一般入試A 
（共通テスト併用型） 
マークシート方式

５ 

1科目目：本学個別試験の最も高得点の1科目 
2科目目：大学入学共通テストの最も高得点の1科目 
3科目目：本学個別試験または大学入学共通テストのうち１科目
目２科目目を除く高得点の1科目を採用 

大学入学共通テスト 
利用型入試A 
（2教科型） 

５ 

・国語（近代以降の文章）、地理歴史、公民、数学（数学Ⅰ、数
学Ⅰ・数学A、数学Ⅱ、数学Ⅱ・数学Bから1科目）、理科（物理
基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎から2科目または物理、化
学、生物、地学から1科目）、外国語（「英語」（リスニングを
課す）から2教科2科目選択
ただし、地理歴史と公民はどちらか一方のみを採用

一般入試B（１教科型） 
マークシート方式

６ 
・国語（漢文は含まず、現代文と古文はどちらか選択可能）、数
学（数学Ⅰ・数学Aと数学Ⅱ・数学Bはどちらか選択可能）、英
語（リスニングを課さない）から１教科１科目選択

大学入学共通テスト 
利用型入試B 
（2教科型） 

２ 

・国語（近代以降の文章）、地理歴史、公民、数学（数学Ⅰ、数
学Ⅰ・数学A、数学Ⅱ、数学Ⅱ・数学Bから1科目）、理科（物理
基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎から2科目または物理、化
学、生物、地学から1科目）、外国語（「英語」（リスニングを
課す）から2教科２科目
ただし、地理歴史と公民はどちらか一方のみを採用

同窓生特別推薦入試 １ 

・書類審査（調査書、推薦書、志望理由書）
・学習成績の状況（平均）×５倍
・小論文
・面接

社会人入学特別選抜 
外国人留学生入学特別選抜 

１ 
１ 

・書類審査（調査書、推薦書、志望理由書）
・小論文
・面接
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大学教員の特別任用に関する規程

平成１０年規程第１５号

平成１０年６月２６日制定

（総則）　

第１条　この規程は、大学の学部又は大学院の研究科及び専攻を設置する際に教員組織の構成を円滑に進めるために大学教員の特別の任用に関して必要な事項を

定めるものとする。

２　この規程の適用を受ける大学教員は、大学の学部又は大学院の研究科及び専攻の設置の日に専任（椙山女学園大学教員の再任用に関する規程（平成２５年規

程第４号）により再任用される者又は再任用された者を含む。）として当該学部に所属し、又は当該研究科の教育を担当する教授、准教授又は講師とする。

（任用）　

第２条　前条第２項に掲げる大学教員が大学の学部にあっては設置の日から３年以内、大学院の研究科博士後期課程にあっては設置の日から２年以内、研究科修

士課程にあっては設置の日から１年以内に椙山女学園定年規程（昭和５１年８月１１日制定）に定める定年に達するときは、定年による退職に接続して１年の

期限を付した専任の大学教員として任用することができる。

２　前項の規定によって任用した大学教員の任期は、1年の期限を付して更新することができる。ただし、設置した大学の学部又は大学院の研究科（以下「新設

学部等」という。）の完成年度を越えて任用を更新することはできない。

（職務）　

第３条　前条の規定によって任用する大学教員（以下「特任教員」という。）の職務は、次の各号に掲げるものとする。

(1) 教育及び研究

(2) 新設学部等の教授会又は研究科委員会への出席

(3) 緊急又は特に繁忙の場合において新設学部等の長が要請する業務への従事

２　特任教員には、その業務を行うための研究室の貸与及び研究費の助成を行う。

（給与）　

第４条　特任教員には、１年間を平均した週担当授業時間数（以下「持ち時間」という。）１２時間を基準として、椙山女学園給与規程（昭和４１年規程第１

号）別表Ⅰ俸給表大学等教員俸給表教授給別体系、准教授給別体系又は講師給別体系による俸給を支給する。この場合において、卒業論文の指導は、持ち時間

２時間とみなす。

２　持ち時間が１２時間に満たない特任教員の俸給の額は、前項に規定する俸給の額との均衡を考慮して理事長が定める。

３　特任教員の俸給については昇給を行わないが、専任教職員の俸給について改定が実施された場合はこれに準じた俸給の改定を行うものとする。

４　特任教員には、退職金を支給しない。

（勤務条件）　

第５条　この規程に定めるもののほか、特任教員の任用、服務、懲戒、給与等の勤務条件については、特任教員でない専任の大学教員の例による。

２　前項の規定を適用する場合において、特任教員に接続する専任教職員としての在職期間は特任教員としての在職期間とみなす。

（外国人教員）　

第６条　外国人教員の雇用に関する規程（平成８年７月２６日制定。以下「外国人教員雇用規程」という。）により任期を定めて雇用する外国人教員であって第

１条第２項に該当する者に外国人教員雇用規程第５条第２項を適用する場合は、同項ただし書を「ただし、大学教員の特別任用に関する規程（平成１０年規程

第１５号）第１条第２項に該当するときは、継続して雇用する期間を同規程に定める新設学部等の完成年度までとすることができる。」と読み替えるものとす

る。

２　外国人教員雇用規程附則第２項に定める外国人教員であって第１条第２項に該当する者に外国人教員雇用規程附則第２項の規定を適用する場合は、同項中

「平成１５年３月３１日」とあるのは「平成１６年３月３１日」と読み替えるものとする。

（委任）　

第７条　この規程の施行に関して必要な事項は、理事長が定める。

附　則

１　この規程は、平成１０年６月２６日から施行する。

２　椙山女学園退職金規程（昭和４４年７月２２日制定）の一部を次のように改正する。

　第１条中「（死亡による退職を含む。以下同じ。）」を「（死亡した場合及び大学教員の特別任用に関する規程（平成１０年規程第１５号）第２条第１項の規

定により任用する大学教員となった場合を含む。）」に改める。　

附　則（平成１６年規程第２号）

　この規程は、平成１６年１月３０日から施行する。　

附　則（平成１６年規程第２号）

　この規程は、平成１６年１月３０日から施行する。　

附　則（平成１９年規程第１３号）

　この規程は、平成１９年４月１日から施行する。　

附　則（令和２年規程第１３号）　

　この規程は、令和２年４月１日から施行する。
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椙山女学園大学客員教授に関する規程

平成１４年規程第３７号

平成１４年１１月２９日制定

（趣旨）　

第１条　この規程は、椙山女学園大学（以下「本学」という。）の学術研究及び教育水準の向上を図ることを目的とし、特に優れた教育及び研究上の業績のあ

る者又は特に高い社会的評価を得ている者を非常勤の職である客員教授として任用し、その待遇等について定める。

（具申）　

第２条　客員教授を任用するときは、履歴書、雇用契約書案その他理事長が必要とする書類を添付し、学長から理事長に具申する。

（契約）　

第３条　客員教授の任用に当たっては、任用の条件を文書に表示して、学園と本人が確認するものとする。

２　任用期間は１年以内とし、原則として３年を限度に更新することができる。

３　前項の規定にかかわらず、理事長が特に必要と認めた場合には、職種を問わず、最初に椙山女学園との間で雇用契約を締結した日から５年を超えない範囲

で雇用期間を更新することができる。

（職務）　

第４条　客員教授は、学長の管掌のもとに、次に定める職務の遂行にあたる。

(1) 研究科及び学部が開講する授業の担当

(2) 研究に関する業務

(3) 教材の開発に関する業務

(4) その他学長が指示する業務

２　客員教授は、大学の管理又は運営に関する業務を担当しない。

（所属）　

第５条　客員教授の所属は、研究科及び学部とする。

（客員教授の処遇等）　

第６条　客員教授の処遇は、次のとおりとする。

(1) 俸給は、別表のとおり支給する。

(2) 俸給の支給日及び支払い方法等は、契約書の定めによる。

(3) 期末手当及び退職金は、支給しない。

２　俸給の年額は、職歴、身分並びに教育及び研究上の業績に応じて、学長が理事長と協議して定める。

３　この規程に定めるもののほか、客員教授の服務、懲戒、給与その他の勤務条件については、本学の非常勤講師の例による。

（規程の改廃）　

第７条　この規程の改廃は、学長の意見を聞いて、理事会が行う。

附　則

　この規程は、平成１４年１２月１日から施行する。　

附　則（平成１７年規程第１号）

　この規程は、平成１７年１月２８日から施行する。　

附　則（平成１８年規程第１号）

　この規程は、平成１８年１月２８日から施行する。　

附　則（平成２１年規程第２８号）

　この規程は、平成２２年４月１日から施行する。

附　則（平成２２年規程第４号）

　この規程は、平成２２年４月１日から施行し、平成２２年４月１日以降の採用の人事の選考から適用する。

附　則（平成２５年規程第１４号）　

　この規程は、平成２５年４月１日から施行する。　

附　則（平成２８年規程第９号）　

　この規程は、平成２８年３月１８日から施行する。

附　則（令和２年規程第１０号）　

　この規程は、令和２年４月１日から施行する。

附　則（令和４年規程第１９号）

　この規程は、令和４年９月３０日から施行する。

資料６－２

―設置等の趣旨(資料)―36―
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別表　客員教授の俸給

区分 対　象 金　額

１ 専攻分野について極めて高度の知識又は経歴を持つ

者であって、学長が特に必要と認める者

１，２５０，０００円から７，２５０，０００円まで（年額）

２ 本学が委嘱する非常勤講師又は実務経験を有する者

であって、学長が特に必要と認める者

１００，０００円から６００，０００円まで（年額）

３ その他学長が特に必要と認める者 無報酬

―設置等の趣旨(資料)―37―
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